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フィリヒ゜ン・ミンドロ島マンギャン族調査報告
? ?
健
ほしがき（調査の機縁と目的）
隊員と援助者 この覚書は， 1968年3月下旬より 5月初めにかけて，関西大学文化会探検部の行なった
フィリヒ゜ン・ミンドロ島の探検調査に参加した筆者のフィールド・ノートを中心として記述したものであ
る。探検部の学生として同行した隊員は，三浦義孝（商四），岩本琢磨（エ三）， 浅生重捷（エ三）， 藤原
利幸（文三），土井玉男（文三），中村正男（経二），簑島祐二（経二）， 松村泰秀（法ー）， 金根明平（文
ー）の諸君である。筆者は隊員諸君に．ずいぶん，いろいろ世話になったり迷惑をかけたりした。また本
部が本学におかれ，本部長として探検部長杉原弘人教授，副本部長として同部主将宮本義海君があたられ
たが，いろいろ御厄介になった。また同部の先叢諸氏，また広く本学の理事会，校友や教職員（特に学生部
の方々 ）， 教育後援会等には物質的，精神的に多大の援助を与えられたことを特記して謝意を表したい。
またフィリビンの現地において，無料で我々に宿舎を提供するばかりでなく，案内の労を惜まれなかっ
たサン・ホセ (SanJose)市のアルマンド・デ・ラス・アラス (Armandode las Alas)氏とその一家
の方々．またバコ山やビンリ方面のマンギャン族の調査に同じく無報酬で約1ヶ月近くも同行して案内，
通訳，各方面の折衝の労をとられたベンジャミン・トルデシラス (BenjaminTordesillas) 氏とその一
家には，感謝の他はない。 トルデシラス氏の令息たちフェリックス，グリーン．ベンジャミン・ジュニア
の三君は長い山中の旅行を共にし，学生たちと同年蹟の友人であったことは，うれしい限りであった。ま
た，たびたび我々を招待され，案内されたり，二，三の隊員に宿舎を提供されたエルネスト・ハラバタ
(Ernesto Jaravata)氏とその一家， またブララカオ市域の山中にあり， 我々のコラガ． ビンリ調査の
華地として宿舎を提供されたフランシスコ・アゲレス (FranciscoL. Angeles)氏， また全面的に調査
を認可し，支援されたサンホセ市長 J. サントス (Santos)氏，約4日間，その農場内にキャンプを許さ
れたデヴィド博士，マニラで便宜を与えられたサンガラン (E.A. Sangalang)氏，鈴木氏等にも謝意
を表したい。これらの人々の助力なくしては，この調査はなし得なかったであろう。
調査の機緑我々の調査の機縁は，隊員の一人士井玉男①君が1967年2~4月に他の4名の探検部員と
① 土井五男「マンギャン族をもとめて」アジア文化 Vol.4. No. 1 1967アジア文化研究所，
pp. 23-35. に報告がある。
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フィリピンに赴いた際， ミンドロ島の未調査地であることを聞かされて．同行隊員西田信隆君（商三）と
共にミンドロ島にわたり，前記アルマンド氏， トルデシラス氏等の知遇を得たことに始まる。土井君らは．
アルマンド氏の山中の農場において牧畜や農業に従事しているマンギャン族と接した。このマンギャン族
はブキット (Bukid)族で半開であるが， 最も未開のパゴン (Bangon)族がパコ山 (Mt.Baco)山中
にひそむことを知った。
かつてフィリビン政府の森林調査官としてミンドロ島全島を三年間にわたり，広範囲に歩き廻って調査
精通し．鳥民から「ミンドロ島の生き字引」とさえいわれているトルデシラス氏すら．パゴン族は，ほと
んど見たことがないといわれている。かつ，パゴン族の住むパコ山は高度2,487メートルといわれる高峰
で未登頂であるという。島民はミステリアス・マウンテンと称している。トルデシラス氏も登っていない。
探検部員にとっては，非常に興味をそそられる山である。
ここに第二回の探検調査隊が組織されることになり，筆者に隊長就任方の交渉があった。
調査の目的 筆者は1943年に恩師三品彰英博士と共にアメリカの人類学者クローバー Alfred Lewis 
Kroeberの "ThePeoples of the Philipine" New York, 1928を撓訳・刊行したが， その際， ミ
ンドロ島のマンギャン族が，原始的な生活をいとなんでいるにも拘らず，古代インド風の文字を有してい
ることに深い興味を抱かされた。マンギャン族の他にも．パラワン島のタグパヌア (Tagbanua)族も文
字を有しているが， この二つの部族は非常に独自のものであるらしい。
しかし，特にマンギャン族について． もう一つ私の関心をそそったのは，人類学の権威として有名な消
野謙次博士①の次の記述であった。
「ミンドロ群はネグリトの強く混血せる種族であるか，又は此部に純粋なるネグリトありや否やに就て
は議論が分れて居るが，内陸は未だよく探検せられて居らないので決し難い。
リード氏は (1904年）ミンドロ島の内陸に住居せるマンヂィアン族は極めて強くアエタの混血があるが．
ネグリト中に之を編入しなかった。バルロウ氏は1903年の Censusに於て．又ウォーチェスター氏 (1906
年及び1913年）はミンドロ島内部にはマンヂィアン族の外に純粋ネグリト群が居ると為して居る。又フィ
リビン・コムミッションの報告に於てもミンドロの北岸パコ及 スパーンの隣接にもネグリトありと云っ
て居る。之に反しビーン氏 (1910年）は純粋ネグリトは既に絶滅して，マンヂィアン族なる混血形として
残存すと云う。
之で見るとミンドロ島のネグリトは既に大邪分絶滅して居るのだが．尚一部純粋状態にて残存せるや否
やが問題なるに過ぎない。」
ネグリート (Negrito)は身長低小，体色黒く．縮毛かつ多毛で，狩猟を主生業とし，世界でもっとも
原始的な民族であるといわれている。マレー半島のセマング族がそれであるといい．ィンド洋のアンダマ
R 清野「原始文化ー特にアエタ族（ネグリト）と石器時代の文化とに就て」 『フィリビンの自然と民
族』太平洋協会編 1942. 東京．河出書房刊.p. 269, ⇔アエタの分布，人口，名称 絢ミンドロ群。
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ン諸島にも住む，フィリビンではルソン島の中部から東部の山中に住み．弓矢の名人といわれている。ネ
グロス島にもいるという。もしネグリートがミンドロ島にいることが明確に証明できれば， これは人類学
上の大きな発見である。そして，とくに知られざるマンギャン族中， もっとも原始的なパゴン族が，ネグ
リートの強い混血であるか否かが明らかになれば， こんな面白いことはない。
マンギャンの文字 文化人類学に関心をもつ歴史家として，私はマンギャン族が文字を持つことに重大
な関心を抱いていた。世界史の上で，文字を持つことは記録の始まりであり，歴史学，文献史学は，そこ
から出発する。文化人類学は文字なき (non-literate)民族の社会，文化，歴史を研究する。文字なき民
族が文字を有するようになるのは，殆んどの場合，政治的社会＝国家の形成段階においてである。その社
会には階級分化が行われ，私有財産が発達し，貧富の差が生じ，支配者と被支配者が存在するようになる。
文字は，多くの場合，国家統治に必要な官僚の行政上の必要から生れる。また支配者に関する記念的記録
が行われる。そうした社会での生産形態は農業社会，それも，かなり高度な役畜農耕を行う社会であり．
役畜ということは．相当高度な牧畜社会であることをも意味する。また高度な農耕ということは，金属器
の農耕具の発生を意味する。これは土木工事技術の高度さ，潅漑技術の発達を意味する。
しかるに，伝えきくところでは，マンギャン族の生産形態は開けた (civilized)部族でも，農業，それ
も焼畑農業をいとなんでいるのである。もし，ネグリートとの強い混血の部族が，パコ山中のジャングル
にひそんでいるならば，その生産形態は狩猟を中心とするものではないだろうか。狩猟民族が文字を有す
ることはあり得ないことである。また，農業でも焼畑段階の低度に生産力の段階で，文字を有するほど発
達した文化—政治的社会があり得るであろうか。私は強い疑問にとらわれざるを得なかった。
結論的にいえば，私たちの接したマンギャン族中， もっとも開けたハヌヌー (Hanunoo)族，半開のブ
キット (Bakid)族，パタンガン (Batangan)族のように低地ないし， 中高度地帯に住む部族は，殆ん
ど農業（焼畑ではあったが）に依存し，狩猟は問題とならない。牧畜はある程度やっている。そして文字
は政治的手段として用いるよりも，手紙やメモのごとき私的な用途につかわれていることが主である。
バゴン族 バゴン族は文字を知らないようである。その生産形態は焼畑を主とし，狩猟と採集を補助
としている。ネグリートとの混血は余り強いとは考えられない。確かに身長の短小なものが少くないが，
皮膚の色は黄色で，熱帯で常に裸である割合には色が黒くないものが多く，顔や身体的特色もモンゴロイ
ド的であり，マレイ，ないし巾国人的なものも少くないことなども確めた。しかし，形質人類学的には，
今後，専門家の調査をまたねばならない。
以下の私の記述は，ほんの短期間の接触観察によるにすぎない。何といっても，一番の弱点は，彼らバ
ゴン族の部落に入り込み，その家の中で共同生活をすることが出来なかった点である。私達はパゴン族の
男子二十余名をボーターとして雇うことはできた。しかしこれらの人々は，自分の部落・家をはなれて我
々のもとに来たのであり，女子や子供は，ほとんど接触，観察することが出来なかったのである。
われわれの案内者であるトルデシラス氏は，われわれのパゴン族調査の希望を聞いた時に， 「それは非
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常にむつかしい。彼らは実に臆病であり， もし．かりに彼らの姿をみても，彼らの家や部落に近づいても．
逃げ去ってしまって，これと話しをしたり．写真をとることすら困難であろう」といっていたくらいであ
る。
ミンドロ島の生き字引といわれる人から，そう告げられて，私たちは全く悲観した。トルデシラス氏は，
ハヌヌ一族のように開けた部族を調べるか．そうでなければカラパン (Calapan.オリエンタル・ミンド
ロの首府）の附近にあるマンギャン学校へ行けば，そこの生徒たちは英語が話せるから，諸君が，英語で
聞きたいことを，いろいろ聞き出せるだろうとカラパン行きを勧め，バゴン族調査を断念するように示唆
した。それで我々も土井，中村．金根三君を別働隊としてアルマンド氏とベンジャミン jrとを案内者と
してカラパンヘ派遣した。しかし，カラパンのマンギャン学校では，我々の調査を断わって来たので， こ
の隊は引返してシアンゲ河（われわれの第2次キャンプ）附近のハヌヌ一部族に入って調査を試みた。
私はパゴン族の調査をあきらめることができなかった。本隊は，バゴン族調査の他に，未登峰パコ山登
頂の目的をももっていた。パコ山に学生の登頂隊が登っている間に，高度 1,200~1,400メートル前後に
ベース・キャンプを置き，パゴンを何とかしてとらえたいと念じた。 トルデシラス氏の話では， 1,200~
1,400メートルあたりが，パゴン族の居住地として，最高の限界線tごという。
実際登って．第6次キャンプをベース・キャンプとして感じたことであるが，この附近の寒さは夜間，
相当なものであり，おそらく10度以下をかなり下まわる位に降るであろう。シャツを 3枚重ねて着てスウ
ェーターを重ね，足もズボン下3枚に靴下を 2重にはき，毛布にくるまってシュラーフ・カバーに入って
ねて．なお寒くて眠れぬことがあった。パゴンのポーターの青年たちはフンドシーつの裸体で，焚火の側
にごろ寝をして眠るのである。流石に，やはり寒いらしく，晩や朝方にふるえているのをみた。
この高度に家があるか，どうか分らぬが，第5キャンプ（高度1,100~1,200位）のところから，夜閻．
同高度の南方の山の中腹に灯火をともした家を一軒みかけた。
いずれにしても，私たちはバゴン族の限界まで登ったが，彼らの家も部落も確かめ得ず婦人，子供も観
察し得ず，文化人類学の調査としては成功したとはいえない。これは彼らが我々を強く警戒して，近づけ
なかったからである。バコ山へ登頂の途中にも家や部落のある場所を通らなかった。わざと，そうしたと
ころを避けて．我々を案内したと思われる。
パゴン達をポーターとして雇うことができただけでも幸としなければならぬ状態だったのである。
案内者トルデシラス氏とドナート氏 バゴン族をやとうことが出来たのは， トルデシラス氏が．フィリ
ピン政府の森林調査官もして， ミンドロ全島を巡察した時に，案内人として依嘱し，つれていったドナー
ト (Donat)氏が，マンギャン族の医師（医師免状を持たぬ， もぐり医者）としてマンギャン族の絶大な
信用を博していたからに他ならぬ。
すなわち，私たちは，パコ山に入るために， 4月9日夕方サンホセ市を出港し， 4月10日朝，東部のマ
ンサライ港に入港し，自動車でボガボン市に赴き， 4月11日ボガボン河を 10km余さかのぽって，シアン
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ゲ河畔に第1次キャンプをはり， ここでトルデシラス氏父子と合流した。ドナート・マクナット (Donat,
Makunat)氏は．ここでわれわれに雇われ， ポーター頭となる誓約をしたが， クリスチャンとブキッド
マンギャンたちは， ドナート氏の尽力によって雇われた。その後，バゴン族は第3,ないし第4キャンプ
に至って， ドナート氏の姿を認めて治療をうける為に集り， ドナートの熱望によって雇われたのである。
ドナー ト氏が， 4月25~26日（登頂は26日に成功した）のバコ山登頂中にその息子が留守宅で，飲酒中
喧嘩によって斬殺されたことは，まことに不幸なことであった。私たちは彼の貢献に謝意をあらわすとと
もに，その不幸に対して哀悼の意を表すものである。
私たちの調査の，以上のような大きな欠陥の他にさらに大きな欠陥は，言葉の問題である。
文化人類学の調査は，原住民からの聞きとりを中心にしなければならない。ところが，私たちの一行は
誰ひとりとしてマンギャン方言はおろか，タガログ語もヴィサャ語も出来るものはない。マンギャン族は
少くとも 6つの方言に分れており， 8つあるいは，それ以上の方言を数える人もいる。私の聞きとりは，
専ら英語でトルデシラス氏を通じてのものであり， ときに氏の長男フェリクス君を通じてのものであった。
トルデシラス氏もフェリクス君（アラネタ大学一年生）もマンギャン方言の6方言に通じている。むろん
彼らはタガログ語もヴィサャ語も話すが，私がこれはサッパリである。ドナート氏はマンギャン方言には
精通しているが，英語は全然できないので，私とは通じようがない。
したがって，私の不充分な英語で，非常に早口でまくしたてるトルデシラス氏の英語を聞きとることは．
なかなか困難であり，意味をとりかねたことも少くない。また，こちらのマンギャン族に聞きたいことを，
充分， 卜）レデシラス氏に通じ得なかったことも少くない。あとになって，どうして，これも聞き洩らした
のか， と思うことが非常に多い。なお，マンギャン族のほとんどのものは，マンギャン方言のみを話し，
タガログ語やヴィサャ語も充分出来ないようであり，英語はほとんど全く出来ないか，ごく簡単な単語を
知るくらいである。
ただハヌヌ一族のように開けた部族の中には後述するが，マニラの大学を卒業したものさえおり，また
マンギャン学校に学んだ青少年には，英語やタガログ語が出来，また文字もマンギャン文字のみでなく，
ローマ字で書けるものもいるのである。
パゴン族たちも，最初は，私たちと余りうちとけず，警戒気味であったが，次第に馴れて近づいてきた。
ようやく親しみはじめ調査しやすくなり始めた時に，山を降りて彼らと別れなければならなくなったのは
残念であった。しかしこれは食料の関係でやむを得ないことであった。 10人余の隊員とボーター20人余の
3週間分の食料を，道なき山道，急坂，それも鬱蒼としたジャングルを運ぴあげるだけでも大変であった。
食料の切れ目，金の切れ目が，調査の切れ目であった。何よりも，私も学生も，新学年が始まっているの
に，残って調査をつずけることも出来ない。それに 1か月間も私たちにつきあって山中生活をしてくれた
トルデシラス氏一家にとっても， 450ヘクター）レの腹場 (ranch)を3週間以上も放榔することはゆるさ
れないことである。 4月で乾季は終り，雨季がはじまると農繁期となり，農場主たちは耕作と植付けに大
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多忙のシーズンとなる。私たちが4月30日に山を降りたのも，そのギリギリの期限がきていたのである。
ペンジャミン・トルデシラス氏 なお卜）レデシラス氏は年令55オ (1913年生）痩躯長身で顔は日本人と
全くそっくり。ちょうど大学入学直前に第二次大戦で日本軍が占領した為，大学入学を断念，海上輸送で
飯を喰ったが，かんたんな日本語，仮名文字をおぽえ，日本海軍を信用させて，その警戒網の中を往来し
たという。独学で農業生物学，林学，獣医学，農業化学を学習したが，毎朝5時には起きてラジオの農学
講座を山中でもきく勤勉と熱心さには敬服した。ラジオ講座で学業成績第3位の優等賞を得た人である。
ミンドロ島とパラワン島の植物，動物に精通していて，山中において，その該博な知識を披露教示された
が，牧草として，日本の葛と粟とを特に高く評価していた。その実行力は驚くべきもので，キャンプ地に
つくと，マンギャンたちを指揮し自らボロ（山刀）をふるって籐（ラタン）や樹を切りとり，集めて，見
る見るうちに樹をたてならべ， ラタンをもってむすび合せて小屋をつくる。その手際の早さには感嘆した。
また河に巨大な木を引摺って丸木僑をかける。少しも休むことなくキャンプにいても， tこえず何かつく
ったり勉強したりしている人である。日本人の中にはフィリビン人は怠け者と思っている人が少くないが，
この人に限っていえば，日本人の間にもってきても，最も勤勉な勉強家であり，創造力に富んだ人といえ
るであろう。その識見の広さ，知識の豊かさ，フィリビンの後進的伏況を憂え，改造を企てる情熱の強さ，
そして謙虚さ。私は，この人に出あったことをフィリビン旅行の最大の収穫と考えている。
1 ミンドロ島およびマンギャン族の概要
ミンドロ島の地理 ミンドロ (Mindoro)島は約7,000の島があるフィリヒ゜ン群島中，第7
位の大きさをもつ大島で，ルソン島とは，ヴェルデ・アイランド水路 (VerdeIsland Passage) 
をへだて，その南にあり，スールー海 (SuluSea)の北端に位置している。 西南は深い海峡
をへだててクリオン島さらにパラワン島と相対している。
概ね東径 120度と 121度の間，北緯14度と12度の間にある。面積は3,758平方マイルで，西
北部の方へひろく突出ており，南部の方がせばまって尖った梢縦長楕円形の島である。南北の
縦長は 100マイルにおよび，東西の最大幅は南北の3分の2くらである。①
島は中央背梁部に北北西から南南東にかけて山脈が走り，島を東西に分っている。東部が
Oriental. Mindoro. 西部が OccidentalMindoroと呼ばれる州である。背梁山脈には北部に
最高峰ハルコン山 (Mt.Halcon) 2,594メートルがあり，島の中央部に第二の高峰バコ山 (Mt.
Baco) 2,487メートルがある。ただし高さには異説がある。
① ミンドロ島の記述については， Frederick, L, Wernsted and Joseph E. Spencer 
"The Philippine Islandworld, a Physical and Regio~al Geography", Univ. of 
Calif, Press, 1967によることが少くない。
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オリエンタル・ミンドロ州は雨量が豊かで山にも森林が繁茂し，ジャングルをなし，田畑も
青々しているが，オクシデンタル・ミンドロ州は乾燥していて，山も草地が多く，森林が少な
い。乾季には田畑も赤茶けた色をしている。島の主産業は甘蕪とそれから製する砂糖，および
西海岸での天日製塩（フィリヒ°ン全産額30パーセント）それにセメントくらいで，米やトウモ
ロコシ，椰子などは島民の自給程度にすぎない。
島の原住民 島の人口は 1960年で約31万3,000人といわれている。一平方マイルあたり80人
である。住民の使う言語はタガログ語とヴィサヤ語が半々である。
この島の中央山地には，われわれの調査対象となったマンギャン族 (Mangyans)が住んで
いるが，その人口は約22,000人といわれている。マンギャン族は異教徒 (pagantribes) とし
て，クリスチャンとよばれる一般のフィリヒ°ン人と区別されている。
その言語は，この為の一般フィリヒ°ン人が使うタガログ語，ヴィサヤ語とは全く異る独自な
言語であり，特にその文字は他に類例のない独自なものである。また風俗，習慣もクリスチャ
ンたちと全くことなっている。とくに，その体質的特徴も異っていて，身長は異常に低い。マ
ンギャン族がもっとも古い原住民であることは確かなのであるが，その人種系統については，
いろいろの説がある。これについては追って本文中におもにふれるであろう。
マンギャン族の調査としては，現在エール大学教授 Harold.C. Conklinが 1947年以来，
1957年まで断続的に行なったものが，もっとも著名であり，詳細である。しかし，これは主と
してもっとも開けたハヌヌ一族を対象としたものである。彼は植物学に詳しく，植物学，農学
的な調査にきわめてすぐれている。①
マンサライ港といっても，単なる砂浜で，港らしい設備もほとんどないが， ミンドロ島南東
部の良港として，その交通の中心都邑である。ここに， ドイツ人のカトリック神父Dr.Anton
Postma@がいて，布教のかたわらマンギャン族の調査を行なっている。ュエ (Hue)大学の
学生たちが，その指導をうけながら調査を助けているが，その対象はやはりハヌヌ一族である。
わが別働隊の土井君らの一行はポスマ博士とマンサライで出あって，私あてにと，このアン
① H. C. Coklin, "Hanuneo Agriculture in the Philippines", F. A. O. Forestry Develo-
pment Paper No. 12 (Rome) 1957 
— Preliminery Report of Field Work in the Island of Mindoro and Palawan. Phi-
lippines :" American Anthropologist. vol. 51. 1949 
一 "BetelNut Chewing Among the Hanunoos" 
National Reseach Council of the Phipilpines. 1958 
③ A. Postma : ,.The ambahan of the Hamunoo-Mangyans of Southern Mindoro", 
Anthoropos vol. 60, 1965 
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トロポスの抜刷を恵与された。しるして謝意を表したい。またマニラの SantoTomas大学の
Emeterio de la Paz氏は，私の滞比中，最近，詳細な研究を発表された。これもハヌヌーに
関するものである。⑥
その他の部族に関する研究では，我々の渡航直前の1968年1~2月に東京都立大学の村武精
一助教授が，同大学出身でフィリヒ°ン政府パナミン (PANAMIN→Presidential adviser to 
the national minorities) 職員であり，国立博物館研究員でもある菊池靖氏と共に，パタン
ガン族の社会人類学的調査を行い，その成果の一部は1968年9月の第8回国際人類学会で発表
されたところである。
以上のように，マンギャン族の調査は，今後に残された問題が少くない。
マンギャンの諸部族 マンギャン族の部族の別は方言の別であって，人種的の区別はあまり
強くないようである。トルデシラス氏が私のノートにかいてくれたところによると，次のよう
になる。
1) 一番低地に住むもの（海岸に近い地域）
Datagnon, 2 Mangyan, 百 Hiraray-a
半分はヴィサヤ語をはなす。
2) 少し高い山中に住むもの Hanunoo 
3) さらに高い山中に住むものj::gan 
Baribi 
4) もっとも高い山中に住むもの Bangon 
これが Conklinによれば，次のようにしるしている。 （これは高度の順とは関係ないらしい。
1. Iraya 
2. Alagan 
3. Nouhan 
4. Pula 
5. Batangidan 
6. Bangon 
7. Baibil 
⑧ E. Paz; "A Survey of the Hanunoo Mangyan Culture and Barriers to Change". 
Unaitas Vol 41. No. 1 March. 1968. Manila. 
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8. Buid 
9. Hanunoo 
10. Gubatnon 
1. Ratagnon 
12. No major pagan group (most scarcely settle area in Mindoro) 
コンクリン教授のこうした詳細な区別は全島々のものであって， トルデシラス氏の区分は南
部のマンギャン族に関するもののようである。
一般フィリビン人は，前述のように東西二州に分れ，各州の知事 (Governor)が行政最高責
任者としてあり，各市には市長 (Mayor)があり，村(barrio)には，村長 (barriocaptain) 
がいる。しかしマンギャン族は，これに服せず，最近は自治を布き，マンギャンの酋長mayor
がいて，その酋長はマンギャン族の選挙によるものであるという。むろん，マンギャン族の殆
んどは文字がよめないから，記名投票ではなく，推薦によるもので，選挙の時には戸主家長ク
ラスの男子が集るということであった。
4月14日午後にシアンゲ河畔の第Iキャンプにおいてポーターをつのったとき，その交渉に
22オのブキット族 mayorYaum Sumbadがやって来て， トルデシラス氏を相手に交渉する
のをみた。マンギャン族らしく小柄で 150cmそこそこであったが，水色のこざっぱりしたシ
ャツに半ズボンをきて，胸のポケットにポールペンをさし，文字（タガログ語）もよめるよう
であった。この mayorは，マンギャン族のポーターの賃銀を，食料当方もちで1日1人4ペ
ソ（約400円）くれと交渉して譲らなかった。我々は食事を与えるのであるから 1ペソ，それに
マンギャン族の喜ぶといわれている玉の首飾りを与えることにしていたが，首飾りはいらぬ，
4ペソやってくれと強く交渉してきた。そこにマンギャン族の代表者としての姿をみた。
貨幣経済の浸透 首飾りといえば，マンギャン族は老若男女とも，ヒキーズの首飾りをつけて
おり，これを喜ぶとトルデシラス氏やアルマンド氏に，一年前にきかされ，多数をポーター用
に用意して来た。トルデシラス氏によれば，首飾り 6mで花嫁すら買うことができるという話
であった。しかし，一年間の間にマンギャンたちに，かくも貨幣経済が浸透したのであろうか。
我々がマンギャン族に接した限りでは，非常に金銭を欲しがり，喜んだ。ついではマッチと塩
とを欲しがった。用意してきた首飾りも，最後に報酬として与えたとき，よろこぶには，よろ
こんだのであるが。
一般にマンギャン族に貨幣経済がここ数年の間に浸透していることは，彼らが町で買ったシ
ャツを. 10人のうち 2, 3人くらいは来ているのでもわかる。ハヌヌ一族のようなひらけた部
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族では大半のものがシャツをきている。バゴン族のような高地民ですら，年に3~4回くらい
は町へ出るという話であった。農作物は自給自足であるが，塩と蛋白源の御馳走としての干魚
は，どうしても町で貿わねばならぬものらしい。
我々がマンギャンのポーターに食べさせる食料も， トウモロコシの引きわり（一見，米のよ
うにみえる）と干魚と少量の塩とでこと足りたのである。後にはカンヅメの魚やラーメンの味
をおぼえて食べるようになったが，ビスケット，乾パンの類になると，ハヌヌ一族などは別に
きらいもせず食べたが．パゴン族は余り食べようとしなかった。少年には食べたものもいる。
しかしキャンデーは一般によろこんで食べた。
マンギャン族の姿と風習 マンギャン族一般に通じた姿は．男性はフンドシ（パハグBahag)
をしめ，頭には鉢巻サンバオ (Sambao)をしめ， 左腰には山刀ボロ (boro)をぶらさげてい
る。肩から袋パイオン (Bayon)をかけている。これの中には，低地族ならば彼等のもっとも
好む嗜好品ベテル（蒟醤きんま）石灰，薄荷の一式が入っており，高地のパゴン族ならばタパ
コが入っている。
彼らは絶えずベテルを口で噛み，真つ赤な唾を吐く。口も歯も赤く，そのため歯の赤色が古
くなると真っ黒になっており，お歯黒という日本古代の貴族の鉄漿つけはこれに渕源するのだ
なと思わされる。バイオンの袋は，その他いろいろなものを入れる。現代のハンドバッグにあ
たるものである。ハヌヌーあたりの袋は芸術品で真つ白なきれいなパナマ帽のような織物に黒，
赤などで抽象的幾何学的な十字を，あやどった文様を染つけている。バゴンでは文様はない。
首飾りは大粒のガラス玉よりもごく小粒の玉をよろこび，朱と白．青，紫などを交互につら
ねた美しいものをかけている。中には手首や足首に幾重も巻いているものがある。
頭の鉢巻も赤い布を好んで巻くものがいる。フンドシは何年しめているのか分らぬように真
っ黒になったのをしめているものが多い。およそ身体を洗うことをしらぬようなものが少くな
＜．とくにパゴンはそうであった。
焼畑農業（カインギン） 焼畑農業は，われわれの行った3~4月頃が一番のシーズンであ
って．あちらでもこちらでも山が白赤い煙をあげて燃えていた。夜になると，山火事が無数に
起こっているような印象を与え，まっくらな夜空を焦して燃えているのが無気味であった。山
に近寄ると赤茶けた樹木の残骸が多数にみられ，無惨な感じであった。焼畑は森林を荒廃させ
るので，一般フィリヒ°ン人には禁じられている。しかし，ひそかに行うものがいる。マンギャ
ン族は，森林の保存は意に介しないので，荒廃は近年著しい。
焼畑の耕作は長さ 3mくらいもある長い竿をもって，踊るような身ぶりで，竿をはねて地面
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に穴をあけて行く。竿がカラリカラリとなる。あいた穴に女房や子供が種を入れて行く。
Hackbauという穴掘り棒の農業は予想に迩ったものであった。 私は棒は，もっと短いステッ
キのようなもので，ゆっくりと地面を掘るように考えていたので，こんなにスヒ°ードの早い活
きいきした，激しいスヒ°ード感のあるものとは知らなかった。
植えるものはトウモロコシが第一，低地ではバナナ，それに稲である。換金作物としてはコ
ーヒー。嗜好品として自家用のタバコ等がおもなものらしい。
ボロで樹を切り倒して，乾燥したところで火をつける。それで子供でも出来る。これを一人
前にやれると独立できるので， 7オで焼畑（カインギン Kaingin)をやって独立しているもの
があるということであった。そんな子供は腰に山刀をぶらさげている。一人立ち出来ると結婚
してもよいという。
マンギャン族に入りこんで布教している宣教師にはアントン・ボスマのようにカトリックの
人の他，新教の人もいる。私たちはシアンゲ河畔の第1キャンプでロバート・ハウセルマン
（オーストラリア人）の妻ジョィというアメリカ人の女性新教宜教師に出あった。シアンゲ河
上流に小屋をもち，カグライとバタンガンとの間を往復している。
トルデシラス氏は一般に宣教師を好まない。宣教師は，クリスチャンの一般フィリヒ°ン人が
マンギャン族を「だます」と非難し，マンギャン族の性質は善であるというが， トルデシラス
氏らのように，マンギャン族を農場で使用する人は，マンギャン族もやはり「嘘つき」で，ひ
とを「だます」といい，宜教師たちは単にマンギャン族を慰めるものにすぎないとけなす。
マンギャン族はなかなかキリスト教を信じない。彼らには宗教はなく，ただ一種のスヒ°リッ
トであるアニト (anito)の信仰がある。
2 :zラガ・ビンリの＾ヌヌ一族
1968年4月1日． ミンドロ島東南部ブララカオ市域，山中のコラガ (Choranga) に住むハ
ヌヌ一族の前々酋長 (Mayor)Jレガウ， ラントイ (Lugaw Lantoy)家を訪問した。
我々は3月27日にサン・ホセ市から東方約 30kmの Dr.Davidの農場（約I,000ヘクタ
ルーあり， 350頭の牛がいる）で3月31日までキャンプの後， 更に約8kmほど東方のオリエ
ンタル・ミンドロとオクシデンタル・ミンドロの境界附近にある Angeles氏の農場（約1,500
ヘクタールに約I,300頭の牛がいる）に進んで 1泊し， 4月1日，さらに約8km東方の Cho-
rangaに行く。途中，山中にマンギャン族の家を 2軒みかける。いずれも 2~3kmづつはな
れた山中の 1軒家である。
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コラガのラントイ家とその一族 Chorangaのラントイ前々酋長の家も 1軒家である。高燥
な開けた平地が，山上にある。むろん高床式で，地上 lm2~30cmのところに床を張る。こ
の家は北側に入口を有しているが，他のマンギャンの家と異る特徴は，入口の上部に母屋と独
立して，ー室を別棟につくっている点である。母屋は梢細長く，日本の十帖敷余りくらいの一
室に，酋長と夫人，独身の息子2人娘1人などとともに住んでいるが，附近約300m東方に艮
女の家，さらに東方1kmのBinliに次女が住んでいる。その日長女の家族がやってきていた。
前々酋長ルガウ・ラントイは白髪で，デップリとふとって背は低いが，貫禄をそなえた老人で
ある。トルデシラス氏の推定した年令，および名前は，次のごとくである。
本人 Lugaw Lantoy 約80オ 1930~1964 Mayor 
妻 Ano Royan 約70オ
2人の間に10人の子供と21人の孫がある。
1 長女 Boguay 56オ Serafin約58オと結婚，子供5人
2 長男 David 55オ Gingging 52オと結婚，子供5人
3 次男 Quintin 50オ 子供4人
4 次女 Isabel 48オ Florentinoと結婚
5 三男 Washington 35オ 子供4人
6 四男 Jose 30オ 結婚
7 三女 Nathan 27オ Agin Eper 30オと結婚，子供3人
8 五男 Benjamin 25オ 独身， 六男 Salvador 22オ 独身 1965年にマニラにある私立大学 Universityof 
the Eastの SecondaryAcademyを終了， Diplomaを得ている。
IO 四女 Monling 20オ 独身 マンギャン学校卒業
◇孫と曽孫
長女 Boguayの家族 夫 Serafin 58オ
1 長女 Yunay 25オ 夫 Balo 26オ子供5人
2 長男 Panies 22オ 妻 Dadang 20オ子供1人
2年前に結婚
3 次男 Pabling 20オ 妻 Salio 18オ子供2人
長男 Davidの家族 妻 Gingging 52オ
1 長男 Beang 35オ 妻 Bero 35オ子供5人
2 長女 Gawid 33オ 夫 Onsiong 34オ新婚
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このラントイ家では六男の Salvadorが大学出である。姉の Isabelその夫の Florentino
はビンリ CBinli)に住んでいて，その家には宣教師のために建てた洋風の建物が附属しており，
ベッドが3台ある，その寝室に，サルヴァドールのガウンをつけ角帽姿の大学卒業の記念写真
と卒業証書が飾ってあった。 4月3日帰途，ふたたびコラガのラントイ家に立ち寄ったとき，
サルヴァドールに出あった。赤や青の美しい飾りのついた真つ白な小綺麗なシャツをきた美青
年であった。
またラントイ家にはオランダ・フィリップス社製のラジオがあった。これらのことは，ハヌ
ヌ一族の最高のインテリである，この家の開化の程度を示すものといえよう。
しかし，家の中，そのものは，他に大した家財道具を有しているわけではない。ただアンペ
ラ風の編んだ大きな細長い袋が室内に十余りあり，穀物を入れてるらしく，これが他のマンギ
ャンより豊かな生活を象徴しているらしく思われた。また末娘のモンリン嬢は美しい娘であっ
たが，口紅を濃くさし，手も足も爪を赤くマニキュアしているのも眼をひいた。この人に，マ
ンギャン文字 (Isinulat)のアルファベットをノートに書いてもらったら， 非常にきれいな字
でスラスラと書いてくれた。文字は祖父母一父母一子と教えてゆく。
この家では接待に白い大きな芋 (Obi)をブツ切りにしてふかして出してくれた。 味は山の
芋と，里芋の親芋の中間のような味であった。
この家の男たちの肩からかけている袋 (bayong)はプリテ (prite) すなわち樹皮の繊維で
織ったものであるが，中央に赤と黒で，交叉十字に，中央に横ー文字を入れ，端に小正方形を
つけた文様を染つけていたが，非常に簡潔で美しい印象を与えた。トルデシラス氏は，ハヌヌ
ーは芸術的才能をもつ部族だと語っているが，他の部族には，これほどの，すぐれたデザイン
はみかけなかった。
この家で老人の子息たちから聞いた若干の単語は上記の他に，
鉢巻 pangnunime 首飾り SiwaYan フンドシ bahag 
家 balay 床 salog 竹の水筒 basok 
杵 hal'o 臼 lusong 飾 nigo 
水 danom 犬 edo 猫 kuti 
鶏 mano 卵 itlog 雄鶏 bugu 
雄雛 solog 雌鶏 dmalaga 刀 otak 
柄 ankap 鞘 kalobang 
以上のような単語は，このラントイ家で眼に入った家の部分と家財とについて質問した結果
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得られたもので，家の中に，どんなものがあるかをしめしている。これは，彼らの生活が農業
を主体とし，犬や鶏を飼養していることをものがたる。
我々は同夜， この家の東方約300mの長女の家に泊めてもらった。この家の構造は，北側に
6帖くらいの室，南側に一段作い4帖半くらいの室がつらなり，南側の室の東南隅が入口で，
その入口から，幅約半間，長さ 2間くらいの廊下になっていて，屋根はあるが，ふきさらしに
なっている。ここに，いろいろ道具類がおいてある。
この家は長女が近くにいるわけだが，日本でも，両親が老いてからは，子供の家族が食事の
冷めぬ距離にいることが望ましいという諺を，そのとおりやっていると思った。
一般にこのあたりのハヌヌ一族は， 18オから20オくらいで結婚するのが普通で，結婚すると
別の家に住む。両親の家の近所のこともあり，遠くへ行くこともあるが，開墾（カインギン）
して家をつくる。
結婚の風習 結婚についての風習は次のようである。三親等以内のものほ結婚出来ない。イ
トコは父方，母方ともに結婚できない。またイトコはできる。同姓のものは結婚できない。他
部落のものとは結婚できるが，女は他部落へ出られないのがミンドロ島一般の風である。たと
えばルミンタオの男が結婚した時，女を部落外へつれ出すことができなかった。父処婚制，母
処婚制の両方ともあるが，父処婚制の方が多い。
なおパラワン島のタグバヌア族は他部族と結婚できるが，女は部族外へ出られない。つまり，
母処婚制，招婿婚になる。トルデシラス氏はパラワン島にも森林調査官として，在勤してある
きまわったので，パラワン島の例を比較資料としてもち出すことが少くなかった。
ハヌヌ一族の女は他部落へ結婚して出ることができる。
財産の観念と相続 相続は均分相続で，新婚夫婦は独立に際して財産を譲られて別居する。
次男以下の結婚のときも同様である。男女は同権であり，男女の差別はない。しかし，マンギ
ャンの家族では男の家長が強い権力をもつ。
土地所有権の観念はある。カインギンは自由に外へ出てできるが，今は森林が少くなって自
由に出来なくなってきている。ミンドロ島全般に，カインギンのため，森林が年々荒廃減少し，
雨量が漸減し，それがまた森林の減少を招く，悪循環となっている。
開墾した土地を放菜しても，その土地に他人が入ってきて，耕作しようとしても，他人の侵
入は許さない。
パラン・パガン (palanpagan) とよぶ不平申立権があり，先人は新入者に対し，パラン・
パガンを有するのである。例えば，このルガウ・ラントイは，ホンドイという新入者と争い，
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弁護士をたてて訴訟をして，勝訴となったことがある。
結婚の形式 結婚の形式として招婿婚がとられる。つまり日本でいうよばいである。両親は
家の奥の室に寝て．娘は前室に寝る。男が毛布をもって娘をおとずれ来て．娘の傍にねる。し
かし直ちに手はふれない。娘が合意すれば正式に男は女のところへ通う。結婚後は女が男に従
う。
通い婚は，一年あるいは，それ以上を要する。ビンリは食料が豊宮なので，女が男の部落へ
来るのではなく，男がビンリヘ来て住む。結婚式には 3日間お祝いをする。離婚したときは，
子供は夫婦2人がわけて引きとる。
人妻をつれ出した男は．罰として鞭で打たれる。財産は皆さし出さねばならない。しかし．
罰せられた後は，女と一緒になってもよい。
一般に一夫一婦が原則であるが，稀に一夫多妻のこともある。たとえば，前にあげたラント
ィと訴訟を争ったホンドイは姉妹を妻にしている。しかし，これは，道徳的によくないことと
されている。しかしパラワン島には一夫多妻の例が多い。
ピンリのフロレンティノ家 ビンリ (Binli)はコラガの東方約2kmで，さらに高い山岳の
上にあり，その部落から東南方，数キロメートルには海がみえている。樹木がよく茂って美し
い村である。ここには約50家族が住んでいる。家々は密集せず，数十メートルないし，時には
数百メートルもはなれて散在する。
1家族は1軒の家に住み， 1軒に2家族すむことは稀である。黒い豚や鶏がはなし飼いにさ
れ，部落の中を歩き廻っている。ラントイ老人の次女イサベルとその夫フロレンティノ家に泊
めてもらう。前述のように，この家には北側にふつうのマンギャンの家らしい，ー室の広さIO
帖余りの一むねに，西側に狭い台所の附属した家があるが，その南側に2mくらいの短い廊下
で接続した木造の洋館があり，これは1956年にアメリカ人宣教師のため．とくに大工をよんで
つくらせたもので．その旨が南東入口の木造階級に刻みこまれている。 その銘 Constructed
by E. M. Pajita-and Co. 1956 
なお別棟に機織専門の 1棟（広さ 8帖敷くらい）が戸外にたっている。こういう専門のマン
ギャン外の大工を呼ぶことは例外である。
ふつうマンギャン族の家を新築するときには，助力を求められたものが手伝いに来る。全部
落が来ることがある。手伝いのお礼は．自由に食べたいだけ食べさせる食事で，鶏をしめるの
みでなく，豚を殺すこともあり，ときには 1頭の牛を屠ることもある。
家屋は 1日でできあがり，祝宴はその日にやるが，家の大きさにより 3日くらいかかること
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もある。
なお，ビンリから約1km西南にバナバという約9軒の戸数の部落があるが， ここを訪れた
とき， 1軒のたてかけの家があり， 1人のマンギャン族が建築材料の竹を，ボロで削っていた。
ボロ（山刀）以外のエ具は全くみあたらなかった。
なおこの島の人は西側を好まぬということであるが，そういわれてみると，マンギャン族の
家にいたるまで，みな西側をふさいで，戸や窓はこの側にはみあたらない。入口はおおむね東，
南東側で，北側のこともある。西側をあけないのは，熱帯で強い西日が入ると暑いからであろ
うか。それとも何か別の理由があるのか， よくわからない。
ビンリにつくと， このフロレンティノ家の女の子2人 HulgaIOオと Ilina9オが輝をトリ
モチをつけた竿でとっているのに出あった。蝉は小さい，我々のいうツクックボウシばかりで
あるが，長さ5~60~cmの竹に多数つきさしたものを3-4本もっている。これは焼いて食べ
るのだという。トルデシラス氏によれば，マンギャン族の食料で問題は，蛋白質の不足であっ
て， これを補うために蝉をたべるのだという。
マンギャン族の葬法 我々はマンギャン族の葬儀や塞をみるチャンスを得られなかったが，
トルデシラス氏の通訳で主人フロレンティノ氏に質問した聞きがきを次にしるす。
葬法は埋葬で深さは Imくらい，伸展葬でブリテ（ゴザ）で巻き， ＜くる。なおバゴン族で
は屈葬にする。これは身体を曲げてくくる。 そしてバゴン族はこれを風葬 (dao)すなわち樹
上葬にする。すなわちバナナの菓でバスケットをつくり，死体を入れて樹上に吊す。これは話
しの合いの手に， トルデシラス氏の註でいれたものである。
死体を埋めたところには目印として竹を植える。この竹は，日本の竹のように太いものでは
なく，細い篠のようであるが，数百本となく密生して，周囲10m以上にものぼる太さになり，
高さも数十メートルに達する。これは竹の根がはって，死体をつつみかくして保護するから，
よいのだという。
火葬はない。一般にフィリヒ°ンでは火葬はしない。例外はルソン島のバギオで涸窟を燻べた
例がイゴロット族にある。これはミイラをつくるためである。なお，バギオでは甕棺に入れた
骨が黄金と共に発見された例はあるが，一般に甕棺葬はない。（トルデシラス氏の挿入した話）
ビンリのハヌヌ一族では，葬式には音楽を奏する。主として絃楽器で，家から墓地まで，ひ
きながら時に歌う。この歌はボロに竹でぽりこんでいる timeproseなどである。死者の家族
は男も女もすべて泣きさけぶ。掘った穴に死体を入れたのち，みんなが土の一片づつを投げこ
み，食物と花とを供える。線香や香は用いない。
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死後1週間ののち，子供はダンスをし，大人は歌い祈る。儀式は日没後から日の出まである。
死後5日目までは，親近者はきものを着かえない。こうした話をきいていると，日本古代の記
紀の天若日子の葬儀神話に七日七夜歌舞をした話や，魏志倭人伝の伝える葬儀風俗を想起させ
られた。霊魂は 1週間後にかえって来る。帰って来ると，夢にあらわれたり，遺族の身体に触
れたり，よい匂いがただよったりする。それは48時間のあいだのことである。
死体は死後，埋葬するまで1晩または2晩おいておく。死体の前で，その間，泣いたり叫ん
だりする。親戚がそのあいだに，あちこちから到着する。
埋葬が終って死者の家に帰ると，ー同は手を洗う。直ちに会葬者自身の家に帰ることはでき
ない。
死者の墓の上に植える一番ポヒ°ュラーな植物は竹とマンゴーで，廻りに竹垣をつくる。昔は
死者の墓の上に小さな家をつくっていた。ビンリでは40~50年くらい前までやっていた。 （フ
ロレンティノの記憶）
トルデシラス氏の入れた註釈では，パラワン島のモロ族は塞に蚊帳をはり，命日には鶏肉を
供える。他の人は鶏肉を喰わない。もし，これにふれると悪いことがある。
ビンリでは命日には墓地を清め，饗宴をする。家で調理して墓にもって行く。一同は家で饗
宴をする。墓にもって行く御馳走はココナツの実の殻に入れる。飯．水，バナナ，種々の調理
したものなどである。
1周忌には，墓を掘り開いて，骨とくに頭蓋骨をとりあげ，黒い布に包んで家に持ってかえ
り室内に安置する。それから兄，次は姉，次は弟が・・・・という風に代りがわりに宴を主催して
死者をまつる。
この部落には priestもmagicianもいない。これらには．なんの役割もないというよりも
そもそも存在しない。
死者のすべての個人所有物は墓に埋められる。
なお， トルデシラス氏によれば，マンギャン族は伝染病を非常におそれ，伝染病で死んだも
のがあるときは，死者を家においたまま．家族は．家をすててパラパラに離散してしまう。家
にはよりつかない。マンギャン族は伝染病をおそれ，河の水は決してそのまま呑まない。私た
ちがポーターのマンギャンを観察したところでは，河岸の岩下から水の湧き出るところを掘っ
て．よく水をすませた後に呑むか，高い岩のすきまから滴り落ちる水をのむ。われわれ関大の
ものが，のどが渇くと，すぐ河の水をのむようなことは．どんなに山奥の人里はなれた水の澄
んだところでもやらなかった。これはトルデシラス氏らのクリスチャン・フィリヒ°ン人たちも
36 
同様である。
ピンリ・ハヌヌ一族の風習 ヒ•,ンリの他の風習についてフロレンティノ， トルデシラス両氏
にきいたところを，さらにのべる。
年令階級はない。女は一定年令 (10オぐらい）で胸部をアナドールで掩う。幅 15~20cm< 
らいの樹皮の織物である。
ベテル（キンマ）を噛む習慣がある。バタンガン族はかまない。これはベテル・ライス，タ
バコ，石灰（ブユ） 4種の混合で，これをかむと歯が黒くなる。フロレンティノ夫妻は歯が真
つ黒であった。
なお， この家の長女 (14-15オ，名をききもらす）は美人で口紅，頬紅を浪くさして色気を
出しているが，歯が真っ白なのは，その父母の歯と対照して印象的であった。こういう少女も
大人になるとベテルをJI倣んで醜い歯になるのであろうか。
なお，パラワンのモロ族も黒い歯をしているが，これは，市販のタンニンのタブレットを用
いているのであるという。
ハヌヌ一族には宗教はないが，祈雨の儀式がある。 4~5月煩におこなわれる。これはベン
チのような構造物を水に浸し，祭式をつかさどる一人がベンチの上に立ち，祈り， 「ウランナ
ーオ（皆来い）」という唱え言をとなえ，水を皆にふりまき，ふりかける。この祭では村中から
鶏の雛（卜）レデシラス氏の通訳で smallchickenをこのように記しておく） を集めて刻み，
供える。
この他に害をなす昆虫や鼠をそなえる。これらは小さな舟をつくり，そなえものをのせて流
して雨を祈る。これは，わが国の虫追いで，害虫を小舟にのせて流しやり，その害をはらうの
によく似ている。
ビンリの地はマンギャンにとって生活しやすい土地である。山の上で気候が湿和で涼しく，
雨星も多く，よく植物が繁茂する。長寿の人が少くない。ここには野菜のあるのがよい。とく
にココナッツが健康に大切であるが，この地はココナッツ，バナナ，カカオがよく生育する。
マンギャンの長寿者には100オくらいの人もいる。ルガウ・ラントイ前々酋長の父は， 卜）レ
デシラス氏が1948年に出あったときには， 100オといっていた。しかし，ふつうには60~70オ
くらいで死ぬ。
マンギャンの数の計算能力をいえば， 100まで数え得るものもいるが，ふつうの人は， 30ま
でくらいである。
ハヌヌ一族の食物 ビンリのハヌヌ一族の主食は第1にバナナである。ビンリはバナナの生
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育に非常に適していて，見わたしたところでも，バナナの樹が実に多い。バナナの巨大な房は
消費に一家族が3日もかかることがある。一戸は大てい4~5のバナナ・プランテーションを
もつ。
通常1人の子供が1日にバナナを3~4本，大人が10本くらい食べる。 1本がパン 1コにあ
たる。バナナは実がとれるまで2年かかる。生育すると10年間収度できる。
主食の第2はオビ（山の芋）である。これは6ヶ月以上保存が利く。
第3はガビとよばれる芋， トルデシラス氏は tuberlike obiで， starchをふくむという。
tuberは塊茎の芋であるから，オビ（山の芋）の細長いのに対し，塊状の芋のようであり，澱
粉質が多い。
第4はカモーテ (camote), さつまいもである。
第5cahoi, camote cahoiといえば cassavaのことであるらしい。
第6' ビクリ。これはどんなものか聞き洩らした。
第7'黒い豆 blackbeansである。
ビンリに限らず，マンギャンの食事は植物性のものが主であるが，問題は蛋白質である。ビ
ンリはココナッツ・ミルクで解決しているが．さらに動物性のものが必要である。このフロレ
ンティノ家は鶏30~40羽，豚5頭，山羊5頭，牛 100:頭を所有している。
この村のマリオス家は牛20頭をもつ。魚が一番欠けている。蛋白質が足らないので，輝まで
やいてたべる。
塩は町で買うので問題はない。
砂糖については， ここの人々は砂糖を食う習慣はなく， 甘味は蜂蜜と sugar-palmによっ
ている。
チュパという椰子の実の汁は糖分が多く，醗酵させてのむ。
蛋白源としての昆虫がある。蜜峰のアルバである。蜜蜂の幼虫のことであるらしい。
衣服，婦人の衣服は全部自家製で，木綿はあるが麻はない。自家で手織，手染である。ビン
リには樹皮布はない。スカートは紺色に染める。フロレンティノの夫人イサベルの織った紺色
の実測してみると， 124cmと170cmある。 これは折り返し (double) として用いるので，
62 cmと85cmになる。
紺色の染料インディゴは dagomとよんでいる。
農業関係の儀式 開墾 (kaingin) の儀式の第1は植えつけで， 雨（パライ）を待って植え
つける。仮小屋をつくり，種を隠す。これは鼠をさけるのである。
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ブリ棚の上にショウガ，好い匂いの草などをまぜて供え，好い収穫を祈る。儀式的な植えつ
けの祈りである。祈りがおわると一斉に植えつける。その後で饗宴をおこなう。
収穫の際には，全部のプランテーションの収穫がおわると，家族の中の一人の健康な婦人が，
最初の収穫 (firstcrop)をバスケットに入れる。そのバスケットは一杯にされなければなら
ない。そして，そのバスケットに他のものは手をふれられない。小さな棚をつくり，その上に
食物をならべそなえ，「最初の収穫」をそなえる。「最初の収穫」は下に落されたものであって
はならない。
乳状の食物は調理せず，叩き， うすく固めて板状にして，スヒ°リットにそなえる。
この「最初の収穫」は次の年の種にする。種を入れるものとして，小さな穀倉の家を作り，
生きた樹木の中にかくされる。これは樹上の棚の上におき，下部に鼠返しをつける。梯子でこ
れに昇り降りするが，その梯子はとりはずし出来るようにする。
ビンリのマンギャンは有毒な根菜を食う。それは，彼らの間ではクロット (kurot)とよばれ，
ブキット族では namo,ヴィサヤ語では koyasとよばれる。 kamiとよぶ部族もある。（部族名
を聞き洩らす）。 1月~4月に熟するが， 8月~9月の日の照らぬシーズンの若いものがもっ
とも旨い。茎がもっともうまい。塊根はふつうの味である。調理の仕方は，おろし金でおろし，
塩をまぜ， 2昼夜の後，流れる水でさらす。おろし金は古いボロを板の上につけてつくる。
ブリ（棚）で乾燥して粉にする。灰白色の帽子型のケーキーにして保存する。
ハヌヌー・マンギャンの道徳 彼らの尊重する徳目は平等と正直である。たとえば狩猟のと
き，獲物を発見した犬の持ち主が，真っさきに獲物の中の好きなところをとる。その後，その
地域の全ハンターを大声で呼びあつめてから，獲物をみなで分配する。頭と肝臓とは発見者の
ものとなる。
野生の蜜蜂の巣の場合，発見者は巣のある木のまわりに線をひく。他人はそれを尊重せねば
ならぬ。小さな巣の場合でも，もし，それを犯したならば4ペソを，大きな巣の場合は8ペソ
を発見者に支払わねばならない。大きな巣には5ガロン（約20リットル）の蜜をふくむものが
ある。
ハヌヌー・マンギャンの遊び マンギャン族は賭事を好まない。スポーツ，勝負事は余りな
いとトルデシラス氏はいう。しかし，ビンリの隣のバナバ部落へいったとき，子供たちが角カ
をとるのをみた。とっくみ合って足をかけ，相手をねぢり倒そうとする。これは人間の本能的
な自然のものなのだろうか。なお，このバナバ部落では子供も青年も入りまじって，バレー・
ボールをやっていた。これは，むろん近来，輸入した文明のスポーツだが，腰に山刀をぶら下
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げ，首飾りをして，鉢巻をしめたフンドシーつの青年までがバレーに興じ，われわれ関西大学
学生チームと対戦したのは，愉快な見物であった。
なお，調査終了後， 5月4日に， トルデシラス氏の山の農場に別れのあいさつに行ったとき，
ビンリのハヌヌ一族に独楽を紐で廻し，これを2つあるいはときに3, 4, 5, 6など多くの
独楽を衝突させ，外に出たものが負けと判定する，勝負ごとの遊びがあることをきかされた。
コマの形は第1図のように笠をか
ぶせた合口甕棺型で，高さ 5~6ィ
ンチ，直径3~4インチで，紐の長
さは5~6フィートくらい。第2図
のように線で円を描き，その中でコ
マを衝突させる。日本の子供のコマ
あそびと全く同ーである。
コマの材料は木であるが， トルデ
シラス氏が別に第3図のような形で
軸部に水牛の角か堅い木で鋭い軸を
つくったものもあるらしい。
マンギャン族の遊びとしてあげら
れるものはアンバハン (ambahan)
と絃楽器である。これについては，
アントン・ポスマ師の論文（前掲）
があるので，ここでは省略したい。
私自身も，ハヌヌ一族の部格に入る
前に，余り予備知識を有せず，これ
について質問することができなかっ
た。
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マンギャン文字 ただ，マンギャン族がその特有の文字（イシヌラット）をどういう場合に
用いるかをいうと，前にもふれたように，手紙，とくに恋文と，青年が少女に向って夜一種の
セレナーデであるアムバハーンの歌を歌って恋情をうちあける，そのアムバハーンは，文字に
しるされた伝誦歌として習得されるということである。パナバ部落でみせてもらった絃楽器に
は，多くのマンギャン文字が書き込まれていた。これがアムバハーンかもしれない。
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マンギャン文字がどういう伝来をもつものか問題であるが，これはマンギャン族が，いかな
る系統の民族で，いつの時代に，どの方向からこの島に来たかの問題と関連するであろう。
マニラの国立博物館のマンギャン族文化展示の解説には．有史前すなわちスペイン征服前の
ある時代にセレベス方面から伝来したものであろうという説がしるされていたが，その根拠は
明らかではない。
ビンリからの帰途，ルガウ・ラントイ前々酋長の末娘，モンリン嬢にマンギャン文字を書い
てもらったのを，私の転写したものであるが．次に第4図としてかかげてみる。
これでみると．マンギャン文字は非常に法則的であり，ここでは48字あがっているが， L行
とR行とは同ーであるから，合計45字である。母音がA, I, U しかないが• IとE,Uと0
ュメ
とは通じて用いるのである。その点，わが沖縄と似ている。沖縄では．たとえば米を「クミ」
と発音するのである。ヨーロッパのアルファベットの字体に近い字形の少いことも興味がある。
A. BA. KA・・・・とならべるところはタガログ語と同じであり，タガログ語の影響をうけるこ
とが少くないことがわかる。なお sulatはタガログ語で文字または書くの意味である。
日本語の「ン」にあたる音をあらわす字がない。
数詞は第5図に示すが．年号の1968の表示法をみても明らかなように， I,000は1をあらわ
すウスに千単位をしめすカリウ， 900は9をあらわすシャに百単位をしめすカガツ， 60は6を
あらわすウクに十単位を示すプス）レ，それに 8をあらわすワルをつけるという，非常に長いわ
ずらわしい表示法になっている。数詞の未発達は，数の計算の未発達を示すものである。
なお，数詞のばあい， IO以上になると，たとえば11は， IOにあたるスプル，およびヒ~. Iの
ウスを加えているように非常に長ったらしいが，年号の表示法とちがっている。
なお，第5図の上の Mgaはタガログ語で定冠詞（複数）にあたる。 Bilangはタガログ語
の数という意味の語であるが，その右のマンギャン文字はシラルプルで，マンギャン語の数に
あたるようである。
ハヌヌ一族には音がこの表にはないが，ブキット族に同じような表を書いてもらったことが
ある。 1人はデヴィッド博士の農場にいるアカイ (Akay) という自称27~28オの青年，また
1人はトルデシラス氏の農場ではたらくアモク (Amok)という青年であるが， モンリン嬢の
表のP音の文字をF音， P音両方にしるしている。 FとPとは通じて用いるのか，あるいは，
この2つの唇音の区別がないといった方がよいのであろうか。また両人はSとZと両方に同じ
文字を書いている。モンリン嬢の表にはZはなかった。またブキット族の表では，ハヌヌ一族
のIの母音のところはEとし， Uの母音のところは0の文字をあてている。ブキット族では I
ヤ午団
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よりも Eが， Uよりも 0の方が発音しやすいらしい。
マンギャン族は，その文字を竹や木にボロ（山刀）をもって非常にはやく彫りつける。最近
はペンとインクを手に入れて白木の上にでも紙の上にでも害くようになった。
前記のアモク青年は，ボガボン河の支流シアンゲ河附近に住む｝レンハイ (Lunhai)というマ
ンギャン・ドクターに胃病をなおしてもらったが，そのルンハイから文字をならったといい，
同じくトルデシラス氏の農場のブキへ卜族の青年リイディ (Ridi)やルーミアン (Roomian)
もルンハイからならったといっている。医師が部族の知識人として，文字の教師の役割を担当
していることは注目されるのである。
3 シアンゲのブキット族
4月1日朝， ミンドロ島東南部ボガボン (Bongabong)市を自動車に荷物をつみこんで出発，
島でも有数の大河ボガボン河を出来るだけ遡ることにした。この河はバコ山から東南へ向って
流れている直線延長約50kmくらいの河である。これを約10kmほどさかのぼったところにシ
アンゲ (Siange)河という支流が西方から合流している。我々は，この合流点から約2kmほ
ど西へ入ったシアンゲ河畔で，サンホセ市北北東30kmの農場から山ごえで来るトルデシラス
氏と待合せることになった。それはトルデシラス氏が，ブキット族を主体とするマンギャンの
ポーターを少くとも十数名はつれてくるという話だったからである。それは，また自動車がこ
の合流点より奥へ殆んど入れないから，ポーターによって荷物をはこばなければならないので
ある。 4月14日に合流し， 15日に奥地へ出発するまで， 5日間，シアンゲ河畔でキャンプをし
ている間に，附近のブキット族が，我々のキャンプヘ訪れてきた。トルデシラス氏の到着まで
通訳がいないので充分な調査ができなかったが，若干知ることができたブキット族の風習につ
いて記そう。なおポーターは， トルデシラス氏が自己の農場附近のブキット族の招嬰に成功せ
ず，僅か3人を同行したにとどまり， しかも，そのうちの 1人はマラリヤで帰ってしまい，結
局シアンゲ附近のクリスチャン10余人を第3キャンプまで雇うことになったのである。
プキット族の風習 われわれのキャンプには，附近で焼畑農業をしている老若男女が集って
きた。この附近には45家族がおり，家族平均6名くらいである。その中に13オの夫サオンと12
オの妻アラヤウがいた。妻は水色のスカートに赤白の竪縞のブラウスを着て，恥かしそうなシ
ナをつくったり，顔を隠したりするところは，ふつうの12オの子供よりませているところがあ
った。彼らは昨年結婚したというから，当時は12オの夫と11オの妻だったわけである。マンギ
ャン族はカインギンをして，経済的に独立できるのであれば，結婚してもよいのである。夫は
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mayor (酋長）ヤウム・スンバット (YaumSumbad)に25ペソを納めれば．いつでも何オで
も結婚できるのである。 なおスンバットはシアンゲから約3kmのバタンガンにいるらしい。
もとイゴロット族の出身で，ルソン島からこの地に来たものである。ハヌヌーの平均結婚年令
が18~20オであるのにくらべて，大分早いようである。 やはり集ってきた中に一人フンドシ
（バハク）に茶と赤のシャツ，裸体にぬき身の山刀を腰にさし，金色の首かざりをつけ，黄色
い麦藁帽子をかぶった小柄な少年がいた。きくと 7オであるが，カインギンをやって独立の生
計を営んでいるという。結婚する資格はあるわけであるが,25ペソをためるのが仲々かもしれ
ぬ。この辺のブキット族は，換金作物としてコーヒー．カカオを栽培して，町へ持っていって
現金を得る。
作物は輪作をしていて．第1年度にはコーヒー，カカオ，パイナップル，甘庶をつくる。第2
年目には米， トウモロコシ，さつま芋（カモーテ）で，収穫はボガボン市に持っていって売る。
平均 1年間に 7ガンタのコーヒーを売り， 1ガンタあたり 7ペゾ，つまり49ペソの平均収入
である。なお計量の単位は次のようである。
1 cavan = 25 gantas =約301
1 ganta = 15 cm3 
またカカオの値段は 1ガンタ 8ペソで， 1家族平均5カヴァンのコーヒー. 5ガヴァンのカ
カオの収穫があるが，売る以外は自家消費をしているという。
マンギャンの酋長とその選挙方法 この部族で金がいる例としては，髪を長くのばそうとす
ると酋長 (mayor)に1ペソを支払わねばならぬ。それで皆，髪を短かく切っている。こうし
た髪をのばしたばあいの罰金 (penalty)は， 4オ以上から支払わねばならない。
罰金は酋長が私するのではなく，学校をつくったりする事業につかう。 学校は Batangan
にある。
mayorは選挙でえらばれ， 6年の任期で志願者が立候補する。 オクシデンタル，オリエン
タル両ミンドロ州を通じて．ただ 1人の mayorがいるのみである。選挙の時期には，すべて
のマンギャンがバタンガンにあつまる。数千人があつまるという。 15オ以上の男女は投票権を
もつ。
mayorの公的事務所というものはなく，自宅があてられる。
前記のルガウ・ラントイはビンリのみの酋長であって．全ミンドロのそれではなかった。
mayorにも，このように部落のみのものと．全ミンドロ島のものとある。 mayorにあたる土
語はなく，マンギャンもみな mayorを用いている。ただしメイヤーと発音せず，マヨールと
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いっている。マンギャンのマヨールには特別の俸給はなく，名誉職である。
選挙方法は挙手制で，一度手をあげると，退場して，二度と手をあげられないようにする。
一方の入口から入り，他方の出口から出る。選挙場はバタンガンのマンギャン学校である。 12
人のマンギャン・ボリスがこれを見張っている。ボリスは紺色のユニフォームを着ていて，短
銃はもたず，短い棒をもち，バッジをつけ，身分証明書を携帯している。
この部落のマンギャンはカトリックの信者で，受洗は自分の好む年令のときに受けられる。
4年前の1964年にクリスチャンになったのである。これはドイツ人の宣教師ウィンケル師
(Father Winkel)が来て布教改宗させた。
この Bukid族は自分達の起源 (origin)に関する伝説をもっていない。 バコ山中のバゴン
族は起源に関する伝説をもつというが，ついにそれを開くことが出来なかった。
狩猟方法 この部族は弓矢を用いず，投槍をもちいる。話もある。銃も持たぬ。飛道具と
して，日本の子供がもつゴム製のパチンコ（私の子供のころ神戸では石やりといっていたも
の）をもっている少年がいた。 トルデシラス氏の話では，日本人が教えたものという。また，
シアンゲでも，これより約10km上流の第2キャンプ附近でも，木製の細い銃に，長さ 20cm
くらいの鉄の針金を装粧し，引金をひき，ゴムのバネで発射する水中銃と水中眼鏡を所持する
ものを少なからずみた。これも日本人が教えたものであるという。
日本人とは，戦時中にいた日本敗残兵であるらしい。日本軍はサンホセ市に約1中隊の海軍
部隊がいたが，優勢なアメリカ軍部隊に攻撃されて東方に退却し，前記のアンゲレス農場（東
西ミンドロ州境界附近）東方の山中にたてこもり，重砲で射たれて全滅した。ただ4名が逃れ
てバコ山中に入りこみ，中にはマンギャン族と結婚して，男女2人の子供をもうけたものもい
る。 1962年に降伏して，日本に帰遠した。残されたマンギャン人の妻と 2人の子供に出来れば
あいたいと思ったが， どこにいるのか，よくわからず，あえなかったのは残念である。漁はこ
の水中銃のみで，釣や網をしらぬ。
狩猟方法としては，仕掛け話 (anosof bagokay)がある。野生の豚には低く，鹿には高く
しかける。またおとし穴をつくり，中に先をとがらせた串を沢山穴の中にたてる。そういう場
所には矢印のサインが罠の方角にむけてつけてある。なお日本人は灸と鍼の医療法も教えたと
いう。
墓と葬式 シアンゲから 3kmのバタンガンに墓地がある。 シアンゲで死んで埋めても，
mayorに知られると，掘出して，墓地まで巡んで行って埋めさせられる。 運ぶときには行列
はつくらず，家族のみが担ぐ。親類すらも一緒に行かない。 1人の人が死体をかつぐ。棺には
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入れず，マットに包んで死体をくくる。死ぬと，すぐ墓地へ運ぶ。墓のめじるしは十字架では
なく樹木で， 1人に 1本の樹である。フェリクス・トルデシラス君のはなしでは生け垣である
という。以前は人が1人死ぬと，家を焼き払って他に家をつくったが，今はそんなことはしな
い。
シアンゲからバタンガンまで募地を見に行くべきであったが，シアンゲでは，私は腹をこわ
していて弱っており，見に行く元気がなかったのは残念である。
4月14日に土井隊員が，マンギャン族にスケッチブックの両用紙とクレヨンをもたせ，画を
かかせた。ある男の子は，その朝，空をとんでいたヘリコプターと鰈をかく。若い男は太陽を
かいた。いずれも，日本人とくらべると年令の割合には幼稚である。具体性に乏しい。女はは
ずかしがって描こうとしなかった。
シアンゲから約10km上流の第2キャンプ場は，それまで下流からつづいた広い河原の終点
であり，河が大きく湾曲している地点である。この附近はブキット族の地帯であるが，バゴン
族が出没しはじめる地帯でもある。
バゴン族の一つの顕著な特色は，ベテルを噛まずタバコを粘土製の頭のパイプにつめ，それ
に細い竹をつきさして吸う点にある。バゴンはヘヴィ・スモーカーで，男はパイプを常に口に
くわえてはなさないほどである。そのパイプ組が，キャンプのまわりを出没しはじめた。
第2キャンプ附近のプキット族とその風習 4月15日午後，第2キャンプ場に到着すると，
約10人ほどの男が上流からめいめい長さ lm以上の細長い線状の青い草の束（一部は黄味がか
っている）をかついで， くだって来た。 トルデシラス氏によれば，符にする草であって， 1束
10ペソでうれる。これを苅って町へもっていって売るのであるという。草名の土語はアンニャ
モ・ヤナイまたはラサイという。トルデシラス氏は Tiger-grassという。審の他に竹であん
だ飾をもつくる。ニゴとよぶ。
キャンプの対岸には，河岸に長さ 2mくらい，巾 lm余，高さ lm余の低い芭蕉の葉ぶきの
小屋が4つほどみえる。 3~4月頃の魚とりのシーズン中だけ，山腹の小屋から河岸に降りて
来て住む家であるという。対岸にわたって行って見ると，女子供は皆われわれの姿をみて逃げ
てしまう。カメラをむけると背を向けて顔をみせようとしない。どうも文明人ずれがしていな
い，とっつきにくい感じである。ハヌヌ一族にしろ，シアンゲのブキット族にしろ，キャンデ
ーやクラッカーをあたえると喜んで食べたが，ここのプキット族は手を出そうとしない。私は
マンギャン語を解しないが，フニリクス君などの通訳によると， 「毒がある」といって食べよ
うとしないのだ。 「毒がある」とは，今日の我が日本でも有毒食品が多いので，何か現代文明
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に対して痛烈な皮肉をいわれているような気がする。
魚とりの方法 ここでの魚のとり方は，例のゴム弾力で針金を射る水中銃のほかに，簗があ
る。石を積んだり樹枝の柵をつらねて河をせきとめ．河をだんだん狭めて， せまい水路に樹枝
の輪を先ぼそりにしつらえて，魚をその端のバスケットに誘導する。これは，
いたるところにみた。
それより上流の
もう一つのやり方は，川の水を河原の浅い瀬に導いて．瀬の上に石で直径5~10mくらいの
円形にならべた輪をつくり．水を石の間から流出させ，魚を浅い瀬の上で空気の中に露出させ，
手でとらえるやり方である。
この地点では， また野生の鶏をとらえる罠をみせてもらった。 細い籐（ラタン）の蔓を径
15cmくらいの輪状に結んで，長さ 5mくらいのものにする。 これを一辺 1.2m四方の正方形
にして， 四隅に小柱を地面にさして張る。野生の鶏が中に入り，輪をくぐって抜け出そうとす
ると，輪は鶏の身体
がひっかかるにつれ
? ．。?
????『
16 
て締り， むすばれて．
鶏の首をしめるので
ある。 これは，畳む
と径 15cmくらいの
輪状の小さな束にな
って腰に下げられて
もかさばらず携帯に
便である。（第6図）
この罠の持主はイ
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くらいの男である。
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トルデシラス氏によれば， この辺のブキット族は屈葬の葬法をとっているという。竪穴を掘
り， 二つの枝が分れた樹枝の端で守るようにして．首飾りをつけ，山刀を腰にさげたままの姿
で埋めるという。
また調理法としては，両端に節のある竹の筒に穴をあけ， その中に米やトウモロコシを入れ
て火の中に入れて煮る方法をとる。また樹木の枝葉を切り払って， その上に住む。樹皮をめく
りとって燃料とする。 4~5回も樹皮をめくりとると，樹は枯れてしまう。すると枯木に火を
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放って焼いてしまう。
また結縄法でカレンダーをつくる。木の棒に多くの穴をあけて，それぞれの穴に紐を通して，
その紐の結び方をいろいろにすることによって，日どりをあらわすという。一つみたいと思っ
たが，その実物は見ることができなかった。
製鉄法 また，マンギャンは鉄を自分で製錬する。 2本の太い中空の椰子の木の2m<
らいの筒を立て，下部を空気のかよう中空の筒で横に連結する。竪の2本の中にヒ°ストンを入
れて，交互に押し下げ引き上げて風をおこす。その先に鶏の羽を用いる。
これは実物を現地でみることができなかったが，マニラの国立博物館マンギャン室の中央の
ガラスケースの中に陳列されてある。こういうフイゴでボロをつくる。鍛冶屋の専門家がいて，
一般のマンギャンから尊敬されている。鍛冶屋は鉄でバケツや釜のごときものをつくるが，そ
のやり方は，石と砂を中にして鉄板で包み，外から石で鉄板を叩き曲げてつくる。
4月16日にトルデシラス氏の農場から 1人のマンギャン族が2日がかりでやって来た。 （距
離は山道で40km以上あるであろう）彼は行商をやっていて，町で首飾りを仕入れてきて，こ
の地のマンギャンに売りつけるのだという。名は， Dagin-aiという。腰の竹筒から隧石と鉄
片と日本でいうパンヤを出し， 2-3秒で火をつけ，粘土製のパイプのタバコに火をつけて吸
った。パンヤは椰子の繊維でつくる。当地に親戚があり，そこに泊るのだという。彼らの親族
圏，通婚圏の広がりをうかがわせる。
それとともに，そういう足場を利用して行商をやる商人が発生していることも注目される。
この首飾り（ビーズ）は， 6m以上で花嫁を購入できるという。長い首飾りといえば，われ
われのテントの近くに 1人の60オ代の老婆が孫とおぼしき 1人の14-15オくらいの少女をつれ
てあらわれた。私がカメラを向けると老婆は娘を自分の背中のかげにかくして，キッと恐ろし
い形相で私をにらみつけた。この老婆は首にも手首にも足首にも幾重にも，さまざまの色のヒさ
ーズをまきつけていて，おそらく，首だけでもその 6mに及ぶものはつけているであろうと思
われた。第2キャンプの末頃には，河向うの女たちは，チラリチラリとこちらをうかがい見る
ょうになった。
家の高地性 このあたりでは，マンギャンの家を見かけない。シアンゲでは河のそばのプラ
ンテーション（パナナ林が多い）の傍に何軒も見かけた。
しかし，この第2キャンプでは，双眼鏡でみると，大分高い山腹に 1軒みえる。また夜間マ
ンギャンが灯火をつけて（彼らは町で陵中電灯を買いもっている）夜間，河べりの漁場から!Lr
の上の家へ帰って行くのが，灯火の動きでよくわかるが，随分高いところに住んでいる。居住
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地の立地が低地のハヌヌーやブキット族と違うのである。これはトルデシラス氏によれば，病
気をおそれるからであるという。低地には蚊が多いが，山の上には少いのである。これは私自
身が経験したが，バコ山に最も近い谷で第6ベースキャンプとバコ山の中間の谷川で，おそら
く，高度 1,000mをこえる地点であるにもかかわらず，無数の蚊の大軍の襲来を経験したこと
がある。
この附近は人口が非常に多く，子供が多い。それは雨量が多く，気候が好<. カモーテ（サ
ツマイモ）の栽培に適しているからで，マンギャンの人口積密地帯であるという。事実，シア
ンゲの第1キャンプから第2キャンプまでの約10kmの間にであったマンギャンは40人にのぼ
ったのである。
この辺のマンギャンはプキット族であるが，低地のそれとは，同じブキット方言でも少し違
っているとトルデシラス一家の人々はいう。ここで聞いた二三の語をあげる。
マンギャンの共同体 Pawa 
パイプ Pirong 
水中銃 Sambong 
ウナギ Chiri 
たくさん Aywan 
少し Obotu 
ここはどこですか Kana pag ban wannaan doi. 
この最後につけた doiは「お前」という意味で，会話の文章には，必ず最後尾につける。
鶏 SISIU 
犬 ido 
この附近のブキット族は文字を書けない。
道 徳 ブキット族の道徳に関する態度として，トルデシラス氏のあげたものは，次の
ようである。これは他の部族も大同小異であるという。
彼らは名誉を重んじない。重んずるものがあっても少い。勇気については消極的である。 Jレ
ソン島のイロンゴット族は勇気を重んずる。
争いを好まない。他人のあやまちを看過し，避ける。彼らは部族の境界を犯さない。境界は
河であることが多い。
男と女が結婚する前に豚を屠殺し，肝臓に虫がいると，よくない前兆といって結婚しない。
Amnai. Pintin. Lumintaoの3部族では女が少ない。これは彼らが子供が生れた時，頭が
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東を向いていると間もなく死ぬと信じている。
シアンゲ河畔附近では子供が生れたとき，しばしば殺す。通例，子供を 1人しかもたない。
子供に着物をきせず，樹上にひそかに吊して棄て置き，子供が寒さのために死ぬ。子供が泣い
ていても着物をきせない。樹上に吊すには小麦粉の袋 (2ペソくらいの値） Im四方くらいの
木綿の布に赤ん坊に包み，樹枝に吊りさげる。
結婚は通い婚である。男が毛布をかぶり，女の小屋を訪れる。女は毛布をかぶり，小屋を出
て背と背を合わせる。合意が成立すれば， 2日後に同じ毛布の中に入る。
50ペソで妻を買いかえることができるという。 （フェリクス・トルデシラス君談）
4 バゴン族
ギニャン山東麓第3キャンブ附近のプキット族とパコン族 4月17日，第2キャンプから約
8kmほど上流にさかのぼって，ギニャン山麓の2つの河の合流点に第3キャンプを設ける。こ
の附近はブキット族とマンギャン族中，もっとも crudeといわれるパゴン族との境界地帯で，
双方が接している地域である。トルデシラス氏によれば，方言が違うが通婚関係が結ばれてい
るという。この第3キャンプの地は両岸が非常にせまった谷間に広さ 6~7m,長さ 20~30m
の砂地があり，テントをはるによく，西の谷間にギニャン山のそびえる秀容を眺め，南側は深
い河幅10mの碧渾をひかえ，西と北から急流がそそぎこんでいる。
この第3キャンプから西へ約200m, ギニャン山よりの地点にマンギャンのかけた釣橋が眼
に入る。わが鉄橋のように中高の弓状である。 ponksomatoという。せいぜい長さ 10m < 
らいのものであるが，丸太をラタンで釣っている。こうした橋は第4キャンプの傍および第3
Cと第4Cとの間で，第4Cの手前1kmくらいの地点に非常に大きな長さも20mに及ぶよう
なものをみた。後者は，深い谷にかけられ，その架橋地点に，下の道より達するにはラタンの
大きな縄梯子を7~8mを攀ぢ登らなければならない。マンギャンの工作構造物として目撃し
得たものの中で，最大のものである。
ここで先ず2名のバゴン族があらわれた。 BonayとManilwanであるが，腕に薬様の植物
で織った幅5cmぐらいの輪を上膊にまいている。 bankatといわれるもので， これと腕との
間に香のよい草 pamarigloをさしこんでいる。これは涼しいような香である。ハヌヌ一族に
おいては，腕の輪は，ひとりもの，寡婦のしるしであった。
同様のラタンの繊維の稲はばの広い帯を腹にも巻いている。これは，既にシアンゲのブキッ
ト族にも認められた。黒白のダンダラに染めている。これも hagkosという。耳飾りは pan-
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aligaという。
なお，バゴン族には足首にも紐を巻いているものがいるので，きくと痛いところに巻くので
あるという。
次第にバゴン族が集ってきた。最初に来た 2人のバゴンの少年は，日本人ないし中国人と非
常によく似ているが，あとから来たものには， とてもモンゴロイド系，それも日本人，中国人
型と異っていて，背も低く色の黒い，鼻の低く，広い眼と眉の近い，梢ネグロイド型ないし，
オーストラロイド型のものが少数ながらいる。あるいは，こうしたものがネグリートとの混血
とされたのであろう。しかも煤墨の真っ黒についているものがいる。このギニャン山麓附近は
海抜高度400mくらいで，かなり涼しく，夜間から暁には秋のような気温になる。
トルデシラス氏によれば，バゴンは高い寒冷のところに住むので，常に焚火をして，炉のそ
ばに寝るので，自然，煤墨がつくと黒くなる。しかし，その他に意識的に顔に墨を塗る場合が
あり，焼畑の草苅り，植えつけの仕事が一段落終るまでは，顔を洗わないのだという。
彼らは寒いところに住むにも拘らず，低地のものよりも，首飾りをつけるもの，鉢巻をする
ものも少くない。シャツを着るものの度合が少くなる。バハクーつの裸体のものが多い。それ
だけに貧しく，汚くみえる。シラミを無数につけたものもいる。毛髪を非常に短かく苅ってい
て，坊主頭に近いものがいるのは，シラミのせいであろうか。別の原因によるものか。
バゴン族には政治組織はなく， mayorもいない。文字も知らない。
食料とその獲得方法 バナナは寒いために出来ない。主食は芋（オビ，ガビ，カモーテ）の
類で，ついではトウモロコシである。タバコを好み，パイプを口から離さない点は前にものベ
た通りである。ベテルを噛むものは余り多くみなかったが，さらに上流へ進む途中，次第に峡
谷が深く狭くせばまり，深渾をたどっていったが，各所の岩上に朱色のベテルを吐いた痕跡を
認めた。第3C附近には，キャンプの東側に10~15家族，西岸に 5家族，西北の奥に 5~6家
族がいて，人口穂密であると， トルデシラス氏はいう。キャンプの西方ギニャン山の北麓に鞍
部となった丘陵があり，その上に家のあるのが双眼鏡にみえている。
この第3Cでは，キャンプの附近の高い樹上に猿の群をみとめたことがある。また第3C以
前，深灌が多くなって河の渡渉ができなくなると，絶壁をよぢのぼって，尾根を越えなければ
ならないことが多くなった。そのばあい， しばしば，マンギャン族が「けもの適」に仕掛けた
猿罠（モンキー・トラップ）の残骸をみかけた。これはこのモンキー・トラップは，けもの道
に概ね幅 2~1.5mくらいに柴を Imくらいの高さに隙間なく，立てつらね，その両端に栃木
の上から，曲げられてバネ仕掛けになった樹枝から縄をたらし，縄の端が輪になって， この輪
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に猿がはまると，樹枝のバネがはずれて，猿を宙吊りにする仕掛けになっている。
猿は蛋白質食料としてマンギャン族に大切であるという。また蛋白質源としては野生の豚が
あり，やはり野生の豚を捕獲するための陥し穴があるのも見た。山中には鳥も少い。山猫，鼠
なども捕獲されることがあるが，少いようである。およそマンギャンの食事は日に2回，第1
回目は朝9時頃，第2回目は午後2~3時ごろ。農繁期は7時頃おきる。朝食はIO時ごろにな
ることがある。
ミンドロ島の山中には動物が少い。最も兇暴な獣としては，タマラウ (Tamalaw)がある。
水牛 (caravao)のように大きいが，異る点は角が直すぐな牛で，草地に住んでいる。
パゴン族は蛋白質として，河に住む魚の他，蛙と貝をとる。蛙については第4Cで夜間，パ
ゴンたちが松明をともして河べりをしきりにさがしている理由をきくと，石のかげなどにいる
蛙をさがしているのであった。また貝は，河に中にいるのみでなく，陸上の岩かげなどに附着
している ofaという灰黒色で中央部が黄赤色周辺部は白色の，貝殻をもたぬ弾力性のあるやわ
らかな貝である。家畜は他部族より少い。ポーターのアマドもモーリヤンも，鶏も山羊ももっ
ていない。
バゴン族については，女性や子供が殆んど出て来ず，調査できなかったことは，前述したが，
ただ第3Cにおいてドナート氏（マンギャン・ドクター）の診察をうけた皮膚病の若い女性が
夫につれられ子供を伴って来た。ドナート氏は注射をして，若干の紙幣をうけとっていた。
身長の問題 しかし男性に関しては，次のような男性をボーターとして雇うことができた。
その名前と推定年令（トルデシラス氏の推定）と身長を示し，彼らが，どの程度の低身長であ
るか。ネグリートと比較資料を提供したい。この実測は4月22日にボーターを一応，第6ベー
ス・キャンプで賃金を支払ったときに測ったものである。
No. 名前 身長 推定年令 備 考
1 Yaosig 155cm 35オ 黒鼠色シャツ．青ネックレス
2 Gunai 146 17 赤白格子縞シャツ
3 Mayonai 154 12 子供らしい顔
4 Dinon 150 22 黒シャツ，赤ネックレス
5 Rohon 164 27 中国人のような顔
6 Notan 159 28 緑色シャツ
7 Mawriyan 153 21 赤白の鉢巻き
8 Imon 153 30 丸顔の丸い眼の縁が爛れている
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， Agion 157 35 ビッコ
10 Yasiban 161 22 白シャツ，青い顔，赤白鉢巻き
11 Ragon 149 30 黄色シャツ
12 Daoi 154 40 
13 Haruwan 156 21 炭で真っ黒な，野蛮な顔
14 Samai 152 30 右の眼にひきつれあり
15 Otwan 154 30 白鉢巻き
16 Rinai 150 18 青ネックレス．赤紐のバッグ．日本人のような丸顔の
美少年
17 Sumaai 160 21 ちづれた毛，青ざめた顔
18 Amado 155 25 鋭くとがった鼻，とがった顔
19 Mabagonan 148 28 
20 Tunai 147 20 兄弟がバコ山腹に小屋をもっ
21 Bakai 149 50 真っ黒な顔，こけた顔
22 Daudiwan 152 22 
平均 154 
以上の名前と身長とは，多少の喰い違いがあるかも知れない。
これでみると，身長140cm台の低身長は5名で，最低は 146cmである。また 160cm台の高
身長は4名である。平均154cmは．平均的なフィリヒ°ン人の身長平均より，おそらく10cmは
低いものと思われる。この点で，バゴンは明らかに低身長に近く，ハヌヌーなどより低い。ネ
グリートに近い身長のものがいるが，顔つきでは，モンゴロイド的なものが少くない。低身長
の原因がはたしてネグリートの遺伝を混じっているからか，あるいは，栄養不充分な状態が長
年つづいた部族に低身長が出現したのであるか，容易に決められないと思う。
パゴン族の精神文化というべきものをうかがうべきチャンスは少かった。第6ベース・キャ
ンプにおいて，ポーターの 1人 Tunaiが，頭痛がすると訴えたとき，仲間の1人が兜文をと
なえながら，小1時間も，病人の頭をたたいていたのを見た隊員がある。バゴン族は宗教的な
礼拝，崇拝をしているのをみたことはないが，こうした医療上の兜術のようなものをもってい
るとはいえよう。
トルデシラス氏によれば，マンギャン一般は，日や月を崇拝しないが，満月を日取りの基準
にするという。星に名をつけることは少いが，朝早く出る星を maragunonとよぶ。 maragu
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は早いの意である。
老人を尊敬し，片輪も普通人と同様に扱う。前掲ボーター表 No.9 Agionはひどいビッコ
であるが，普通のポーターと同じ重さの荷をかついで，ついて来た。仲間の誰もが特別あつか
いをしたり，手助けはしなかった。
ビンリのハヌヌ一族は鏡や櫛をよろこんだが，バゴンはそうではない。
バゴンの言葉 パゴンの言葉はどういう特色をもつか。若干の例をあげてみよう。
0 What is your name ? 
Yamo pagayan. sama (dogoi) ? (Bangon) 
Kanmo pagaran, doi ? (Hanunoo) 
O What is his name ? 
Kana pag gayan. sama ? (Bangon) 
Kanya it ngaran, doi (Hanunoo) 
Ol love you 
Konakasaya waemo (Bangon) 
Ako nakasaya waemo (Bukid) 
Ako nakoibug sa Kanmo. (Hanunoo) 
バゴンの Koはブキッド，ハヌヌーの akoと同じで，もとタガログ語で第 1人称は ako
である。
以上，他の方言でよく似ている。 waemo,Kanmoは you
その他の文章の例，
01 give beads to you. 
Ako fuon panofogon saimo. 
OWe like white better. 
Masayawan masasine malaksi 
like we better white 
good良いを意味する語
marino (Hanunoo) 
fiya fiya (Bukid) (Bangonも）
masine (Bangon) 
bad悪い，嫌い dayo.
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バゴンにヒ°ーナツやスルメをあたえると， dayoといったが，鯖のカンヅメをあたえると
fiyaといって欲しがる。サンマのカンヅメは．はじめは嫌がったが，食べてみると fiyaとい
う。サパの方はレッテルに魚の絵がかいてあるのでよろこんだが，サンマの方は絵がなかった。
しかし "uyan"魚というと食べた。魚は好きらしい。
別れの挨拶
Aban, Aban, Aban. (Bangon) 
Anko sitai doi (Hanunoo) 
O Who is that beautiful girl ? 
Fiya pag babae asi, sama ? (Baugon) 
marino pag dalaga unda ? (Hanunoo) 
asi=this. there asi=ti 
0 what do you bring ? 
Kanmo diya, sama ? ((Bangon) 
Kanmo pag dara, doi? (Hanunoo) 
kana=what 
kanam m=mo kan~mo=you. 
5 マンギャンの言葉，主としてブキット族とバゴン族
次にしるす，マンギャンの言葉，主として単語は，主としてブキット族とバゴン族の境界接
触地域であるギニャン山東麓の第3キャンプにおいて聞いたものである。主としてわれわれの
案内者ドナート氏を通じで，ボーター達に聞いたものである。中にはベンジャミン・トルデシラ
ス氏，およびその長男フェリクス君を通じたものもある。ボーターはブキット族とバゴン族と
両方がいて．その方言の区別がつきかねた。それで同じ言葉を 2回以上質問したものもある。
ドナート氏にタガログ語を対照して云ってもらった場合に，それをもしるしたが，そのタガロ
グ語がマニラあたりの標準語と異る印象をうけたこともあるが，そのまましるした。また．中
には，筆者の聞きそこないも非常に多いかもしれないが，ご寛容をねがいたい。なお． ドナー
ト氏は英語がわからないので，言菓を確めるのに困ったことが少くない。一番こまるのは抽象
的な言葉を聞きにくい点であった。物はとにかく指でさしたり絵をかけばわかるが，心理的な
ことばや社会関係や思想的，宗教的な言葉は聞きにくく，聞きたくても聞けないことが多かっ
た。やはり，タガログ語を前もって充分，やっておくべきであった。
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日本語 マンギャン語 タガログ語
身体 手 タアッキアイ バラソ
手首 ダロハップ
足 ビテイシ ビンデ
眼 ブラガンマタ，マタリン アンコマタ
耳 タリガ タイガ
足裏 ャパャパ タランパガン
太股 バランバン ヘタ
首 リヤ
首筋 ゴ（ク）ヨイ リマッド
顔 ムハ
肩 ラバイ バリカット
肱 シーホ シェーコ
頭 アルボヨ オロ
胸 ドウブドウブ デッブデッブ
腹 チャンデン テイヤン
胴 ポソン
尻 ハボット ボイ
指 ナトゴ ラバリ
頭の毛髪 ボボヨ ボホ
眉毛 オラッドマタ ケライ
爪 ホホ，ゴホ ココ
指の腹 ティモヨ トロ
指横腹 イナティモヨ ヒメラキ
舌 ラオンガ アゲペン
歯 ニエポン
舌 プ-:イフ- デラ
鼻の穴 オハンテオヨン ボータスナンテロン
唇 ビヒ令 ラビ
陰茎 ボガ ボド
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日本語 マンギャン語 タガログ語
腔（膝頭） ガヨガヨ バオバオ
陰部（女） オテレ ポケ
陰部（男） ボランボガ バヤグ
性交 テレンド テイリン
咽喉 リーヨグ レイグ
のどぼとけ トロナン モナン
横腹 ダジャガン ダジャン
名詞 父 アンコアーマ タタイ
母 イーナ イナ
子 オボットパアナック バタ
人 ハオ タオ
男 アーマ ララキ
女 イーナ Iゞ 1ゞエ
友人 アンコサンドゴ カイビガン
美女 タヒ°ヤオパギナ マガンダンババエ
¥ イジャヒ゜ャパギナ マサマンババエ
¥ オボタンパギナ マリエタババエ
~ ダホルパギナ マラキンババエ
祖父 パププ
孫 プポ
祖母 ププイナ
叔父 ／ゞ1-e
叔母 オロン
イトコ インサン
甥 ハ゜パ
姪 Jゞ 1-e
夫 アマ
妻 イナ
息子 ダララッグ
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日本語 マンギャン語 タガログ語
娘 ダララッグ
花嫁 バゴバパイ
花婿 パゴミリンユー
恋人 質問したが相当する語なしという。キスもなしという。
家族 アンコマガラ
親戚 アンコマガインサー
自然 日 シラーン
月 マツダノン ボワン
苧琴 ／ゞ ノア
星 パガサ
雷 ダルドウ
電光 シラーン
雨 キアヤン
空 バヌア (sky) ランギット
上の方 アボアット (over.on) マイタアス
上の方 リババー (over) マイババワ
JI I ビナガオ イログ
山 モヨイ
サランダヤン（凰をきくのにギニャン山をさしたとき）
ニャン山の個有名詞をいう。
バーナン オサ
水 ダノム トベッグ
蛇 アビアノン アIヽ ス
犬 イード アソ
猿 エーモ アモ
牛 バカリン バカ
水牛 アノアン カラバオ
鳥 ブャォ ラウイン
豚（肉）？ タゴバン ゴライ
木 Iヽ ←ーヨ ラホイ
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日本語 マンギャン語 タガログ語
バナナ ソレ ダホナサギン
芭蕉 ラボンソソ ダホン
竹 ヘリング テイワナ
里芋 ガヒさ ポテ
石 バト，パグリックシーヤン バト
岩 ワーサショシノン？
魚 ウャーン
米 ビノガス ビガス
植物の種（飛ぶもの）マラゴ
蜂蜜 シラーンサマ
トウモロコシ マイス
サツマイモ バイナーオ
西瓜 パクワン コンドイ
塩 タミス アシン
砂糖 マタミス アソカル
色彩 赤 ダララッグ
白 マラクシ
青 マラロッグ
緑 マラタイ
黄 マドゥヤウ
黒（青と同じ） マラロッグ
余" マバラヤ
灰色（白と同じ） マラクシ
金色 マバラガ
銀（色白と同じ） マラクシ
火 ／ゞ バヒ ドポゲ
灰 ヤガオ，アボ
炭化した木 アリポトン
道具類 フンドシ バハーグ
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日本語 マンギャン語 タガログ語
袋 ソーブット，バイオン スボット
鉢巻き サムバオ
耳かざり パナリガ アレテ
山刀 ボロ
刀の鞘 タゴブ カロバン
帽子 ソンビエロ，ヒ～ソ
鍋 カルデロ タルデロ
鍋の蓋 ボクラサン
鍋の蓋のとって タウイダン
ビン ポロンゴ ボーテ
マッチ サンテ ボスポロ
マッチ軸木 Iヽ令 フ一 バリト
タバコ ドフラ シガリ
シャツ バロカス Jゞロ
指輪 シンシン シングシング
水入れ ザゴパン イギバン
槍 バンカオ シバ
かさ パヨングリ パヨン
首飾り パノフォゴン クインタス
メガネ インチョホス サラミン
ベテルの筒 ロカ シシンプライ
靴 ラパ ペトス
針 ダーゴム
糸 ブナン カロゴム
鋪 ガラン ラタ
手首飾玉 オクソン ボルシーラス
タパコ入れ ロカ
女の腹巻 ハッグコス シェントロン
肩からかけた袋 オバン サクバタン
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日本語 マンギャン語 タガログ語
コップ ォョット
皿 タヤット ビンガン
玉杓子 リーワッグ サンヒ°
足の紐 バッカース
腕にまくよい香の草パマリグロ
水中めがね レンテ
水中銃 バナ
話 オジョン
銃把（木製） アンカップ
その名の名詞家 ドウンドウガン ランパ
食物 マガパガノン (magaは複教形）
食物 パガノン
ダンス タロック サヤウ
文字 シシッグ ティティック
歌 Iゞ ハン カンタス
おかね シカパット ギス
橋 ボンクソマト
数詞 1 オサ イサ
2 ドワ ダラワ
3 トロ タロ
4 オパット アパット
5 ｝レマ リマ
6 ウノム アニム
7 ペト ヒ° ト
8 ワロ ワロ
9 シアム シアム
IO （イサカ）サボ サンプー
動詞 立つ マブリンドック ランデッグ
すわる マグトカオ マボ
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日本語 マンギャン語 タガログ語
歩く マグラハオ マラッカン
走る マンタロ サヤオ
とびあがる マゴプラン マグロクソ
身体をゆする ケーモット マゲボ
笑う タサイ タワ
泣く マゴラオ マツタギ
怒る カイソグ カレッグ
愛する サヤン
煽ぐ ャッブヤッブ タヒップ
話す パヨン サリタ
聞く ナドッグ パキニッグ
見る ナラッグ アナキータ
落ちる ナーダッグダグ ナラグラック
好＜ カサヤ イビッグ
害く マグレロ スラット
読む マガダル マバーサ
泳ぐ マヤゴス，オプラゴン マグラゴン
こする ロドゴダン
もぐる バサダノム イシッド
食べる マンワン マカイン
飲む カイノーム マイノーム
タバコをすう トブラ シガレリア
カ（りき）む マホロコッグ
叩く マバックバック ボッポ
投げる マツビントック マツガハギ
砕く ナブラン ナバサック
折る ナトッグ ナバリ
射ち殺す ボマタイ（ボは我々）
吹く マホュッ マギヒップ
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日本語 マンギャン語 タガログ語
眼をつぶる カトヨッグ マトロッグ
割る マヒガナン マヒガ
もたれる（休む） ナサンディガン ナカサンタル
つまむ ゴヨット コロット
掻く ガヨス カモット
突く マンカオ
形容詞 甘い マヤーツト
辛い インディ
あつい パパリ
冷い，寒い カーグナーオ
いたい ソガードキ
軽い マラヤオ
重い アガガ
長い マハガ
短い ラマナ
代名詞 私 アンコ アコ
あなた ハーオ イカオ
V ハイギンダワ パサンカ
~ アダワンハオ サンカオガリン
その他 有難う ヒ°ヤマンディ サラマッボ
おはよう カヒ°ヤオンパギシラン，サマ マガンダンオマガ
今日は カヒ°ヤオンパッヤッヒ~. サマ マガンダンハプン
今晩は カヒ°ヤオンパヤビ マガンダンガヒ令
お入り サックバオ イロイカヨオ
足のうらがひび割 マラーンャパャパ
れていたい
そして (and) イシダ
次の文章は， トルデシラス氏にきいたものブキット族の方言である。
0 What kind of tree is this ? 
Ono pag gays tu ? 
64 
tu there ti here 
O What stream is this, my friend ? 
Ono pag sapa ti, sama ? 
sama=companion, friend sapa=stream, creek 
O Who is he? 
Sino ba siya ? 
samaとdogoiとは同じ意味。
san dugo=one blood 
=isan dugo=isa an dugo 
isa=one isa an=one blood 
dugo=blood→ dogoi 
マンギャンはよびかけ，話しかけるときに必ずはじめに sama,sama. dogoi, dogoiとい
う。あるいはことばの終りに samaか dogoiをつける。
0 What is it? 
Ono sitai honda (Bukid) 
Ano sitai honda (Hanunoo) 
Ono=Ano=what 
sitai=this 
honda=is 
ハヌヌ一族の言葉はもっともタガログ語を多く借用し， 20,もーセントにおよぶ。ブキットや
バゴンも，それほどではなくとも，タガログ語の影轡をうけているが，イロカノ語の影蓉もあ
るという。
?
??
行
1 
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